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当院にお ける過去 5 年間のア フ ェ レシス実績の検討
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【は じめ に 】過去 5 年 間、当院に お い て 施行 され た ア フ ェ レ シ ス 治療の 治療効果 及び副作用に つ い て 分析 を行 っ た。【期間
・
対象】2009年

1月 か ら 2013年 12月 ま で の 5年 問 に 当院 で 施 行 した CART 、　 PBSC、　 PMX 、　 PE、　 PA 、　 GCAP 、　 LDL ア フ ェ レ シ ス 治療 95症例 中、
PMX （37 例）、　CART （15例 〉、　PBSC （12 例 ）症例 を除 く、PE 、　PA 、　GCAP 、　LDL ア フ ェ レ シス 治 療 の 31症 例 〔神 経 、腎、血 液、消 化 器、
皮膚 お よ び代謝疾患 ）154 回 を対象 に した。【結果】31症例 は、神経疾患 ： （MG 　4 例、　 GBS 　3 例、　 MS 　2 例、ス テ ィ フ ・マ ン 症候群 1 例、
ホ ブ キ ン ス 症 候 群 1例 ）、腎 疾患 ： （ネ フ ロ

ーゼ 症候 群 4 例、SLE　2 例、　 ANCA 関 連血 管炎 1例、　 RPGN 　l 例 ）、血 液疾患 ： （TTP 　3 例、
MM 　l例、後天 性 血

．
友病 1例 ）、消 化器 疾 患 ； （UG　5例 ）、皮 膚 疾 患 ： （TEN 　l例 ）、代 謝 疾 患 ： （イ ンス リ ン 自己 免疫症 候 群 1例 ）で あ り、

有効 は 21 症 例、無効 は IO症 例、疾患 別で は （神経 ll 例 中 10例、腎 8 例 中 3例、血 液 5 例 中 4 例、消 化 器 5例 中 2 例、皮 膚 疾 患 1例 中

1例、代謝疾 懇、1例 中 1例）で 有効あ っ た。治療 回数 154回 中、副作用の 発生回数 は 24 回、15、6％ で あ り、蕁麻疹、掻痒感、血圧低 下、
徐 脈 で あ っ た。発 生 回 数 は、PE （FFP20 回、ア ル ブ ミン 製 斉1」1回）、LDL ア フ ェ レ シス 2 回、　PA 　l回で 認 め 、　PE （FFP 置換）の 症例で 多

く副作用が 見 られ た 。 【考察】神経疾患 に 対す る有効性 が PE 、　 PA い ずれ の 方法 で も認 め られ た。副作 用 につ い て は、予 想 通 り FFP 使 用

に よ る PE で 多 く見 られ た が ス テ ロ イ ドの 使用、また は ア ル ブ ミ ン製剤 を含む 電解質液に 変更す る こ とで 安全 に 治療が 継続で き た。
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当セン タ ーで実施 した血漿交換療法の現状 と問題点
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【目的】開 院 10年を迎 え当セ ン タ
ー

で 実施 した血漿交換療法の 現状 と問題点を評価 した。
【対
．
象】2005年 度 か ら 2013年 度 まで に当 セ ン タ

ー
で 実施 さ れ た患者 数 362名 （男 性 99名・女性 263名）、実施総件数 3138件の 年齢、性別、

対象疾思 と治療法 を統計学的に 評価 し問題点 をまとめ た 。

【結 果 】患 者 の 平 均 年 齢 は 60．3歳 と総 務 省 統 計局 で言 われ て い る高齢 者 よ り若め で あ っ た が 60歳 以上 の 患者が 215 名お り全体 の 59．4％ を

占めて い た。対 象疾患 で は リウマ チ ・膠原病が 2660件、血 液疾患 300件、消化器疾患 126件、神経疾患 25件、皮 膚疾患 ユ2件、代謝性

疾 患 7件、腎 疾 患 4件、そ の 他 4件 とリ ウマ チ
・
膠原 病 が 総件 数の 約 85％ とな っ た 。治療 法で は 、二 重膜濾過 法が 1963 件 と総件数 の

62．0％ を 占め て お り当セ ン タ
ー

で
一

番 多 く実施され た。また、治療が 中 断 され た ケ
ー

ス は、ア レ ル ギ
ー

症状 や 血 圧 低
』
卜
．
に よ る トラ ブ ル 33

件 ・
穿 刺関 連に よ る トラ ブ ル 25 件 ・凝固 系の トラ ブ ル 63 件 ・

不 穏行動に よ る トラ ブ ル 46 件合 計 167件あ り実施 総 件数の 約 5％ に 認 め

られ た。中 断され た 167件 の うち 100 件 は 60歳以 上 で あ っ た。
【ま とめ 】当セ ン タ ーで は、対象 とな っ た患 者の 約 60％ が 60 歳以 上 で あ り、全 年代共 通 に 見 られ る ア レ ル ギ

ー
や血 圧 低 下 よ り高 齢 者特 有

と思 わ れ る トラ ブル が 多か っ た。
【結語】今後 は高齢患者の 増加、長期維持血 漿交換 に よる患 者 の 高齢化に よ り高齢 であ るが 故 の リ ス クが増 加す る。高齢者 に おい て も安

全 に血 漿 交換 療 法 が 施行 で きる対応 が 必 要 だ と思 わ れ た 。
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